
15108 汐見橋 

■点検調書 ■LCC検討結果 

 

別紙２　様式１様式２ 様式１

橋梁名・所在地・管理者名等
緯度 34°17′7″ 橋梁ID
経度 133°47′5″ 34.28527,133.78472

管理者名 路下条件 代替路の有無 緊急輸送道路 占用物件（名称）

部材単位の診断（各部材毎に最も厳しい健全性の診断結果を記入）

定期点検時に記録 応急措置後に記録

部材名
判定区分
（Ⅰ～Ⅳ）

変状の種類
（Ⅱ以上の場合

に記載）

応急措置及び
判定実施年月日

上部構造 主桁 Ⅱ 腐食

横桁 Ⅱ 腐食

床版 Ⅱ ひびわれ・漏水・遊離石灰

下部構造 Ⅲ 剥離

支承部 Ⅲ 腐食

その他

道路橋毎の健全性の診断（判定区分Ⅰ～Ⅳ）

（判定区分） （所見等）

Ⅲ

全景写真（起点側、終点側を記載すること）
架設年次 橋長 幅員

1962年 27m 2.0m

起点 終点

※架設年次が不明の場合は「不明」と記入する。

定期点検実施年月日 自専道or一般道

汐見橋
（フリガナ）　シオミバシ

丸亀市 2019.7.30 河川
有

橋梁名 路線名 所在地 起点側

市道前塩屋町南北
１号線

丸亀市津森町字菰池

定期点検時に記録

床版にひびわれ、漏水、遊離石灰。橋脚に大きな剥離が見られる。

橋梁形式
鋼H桁橋(耐候性)

鋼部材は全体的に腐食が見られる。

写真３、支承0202

写真１、横桁02

写真２、床版01

写真４、下部構造03

備考（写真番号、
位置等が分かる
ように記載）

応急措置後の
判定区分

応急措置内容

写真１、主桁02

一般道 その他

定期点検者

別紙２　様式１様式２ 様式２
状況写真（損傷状況）
○部材単位の判定区分がⅡ、Ⅲ又はⅣの場合には、直接関連する不具合の写真を記載のこと。
○写真は、不具合の程度が分かるように添付すること。

　【判定区分： Ⅱ 【判定区分： Ⅱ

【判定区分： Ⅲ 　【判定区分： Ⅲ

】

】

上部構造（主桁、横桁） 】 上部構造（床版）

支承部 】 下部構造
主桁02 横桁02

写真１

床版01

写真２

支承0202

写真３

下部構造03

写真４
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各シナリオの累計費用 LCC最小：38,068千円

寿命更新：46,650千円

平準化：38,068千円
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LCC最小の費用の推移

主部材

床版

下部工

伸縮装置

高欄

点検

更新

1 2023 主部材 R5補修予定 11,990
2 2023 床版 R5補修予定 0
3 2023 高欄 取替(両側) 4,336
4 2023 下部工 R5補修予定 0
5 2023 伸縮装置 取替(両端) 2,400
6 2024 点検 定期点検 600
7 2029 点検 定期点検 600
8 2034 点検 定期点検 600
9 2039 点検 定期点検 600

10 2044 点検 定期点検 600
11 2045 下部工 ひび割れ注入 70
12 2049 点検 定期点検 600
13 2054 点検 定期点検 600
14 2053 高欄 取替(両側) 4,336
15 2053 伸縮装置 取替(両端) 2,400
16 2059 点検 定期点検 600
17 2062 主部材 3種ｹﾚﾝ&塗装 1,924
18 2064 点検 定期点検 600
19 2066 床版 炭素繊維接着 4,542
20 2067 下部工 ひび割れ注入 70
21 2069 点検 定期点検 600

事業費
（千円）

No. 対策年 部材種別 工法
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平準化の費用の推移

主部材

床版

下部工

伸縮装置

高欄

点検

更新

1 2023 主部材 R5補修予定 11,990
2 2023 床版 R5補修予定 0
3 2023 高欄 取替(両側) 4,336
4 2023 下部工 R5補修予定 0
5 2023 伸縮装置 取替(両端) 2,400
6 2024 点検 定期点検 600
7 2029 点検 定期点検 600
8 2034 点検 定期点検 600
9 2037 下部工 ひび割れ注入 70

10 2039 点検 定期点検 600
11 2044 点検 定期点検 600
12 2044 高欄 取替(両側) 4,336
13 2044 伸縮装置 取替(両端) 2,400
14 2049 点検 定期点検 600
15 2053 下部工 ひび割れ注入 70
16 2054 点検 定期点検 600
17 2055 主部材 3種ｹﾚﾝ&塗装 1,924
18 2059 点検 定期点検 600
19 2064 点検 定期点検 600
20 2065 床版 炭素繊維接着 4,542
21 2069 点検 定期点検 600

No. 事業費
（千円）

対策年 部材種別 工法
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寿命更新の費用の推移

主部材

床版

下部工

伸縮装置

高欄

点検

更新

1 2023 更新 40,650
2 2024 点検 定期点検 600
3 2029 点検 定期点検 600
4 2034 点検 定期点検 600
5 2039 点検 定期点検 600
6 2044 点検 定期点検 600
7 2049 点検 定期点検 600
8 2054 点検 定期点検 600
9 2059 点検 定期点検 600

10 2064 点検 定期点検 600
11 2069 点検 定期点検 600

工法
事業費

（千円）
No. 対策年 部材種別

本計画では、予算の平準化の為、橋梁

ごとの優先度、部材ごとの損傷度に合

わせ補修時期を再調整しながら、維持

管理に必要な費用をライフサイクル

コストの最小化案に近づけた平準化

案を採用する。 


